「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票     
	実施計画項目
	（８）　ホームレスとなるおそれのある者に対する支援

	
	1 あいりん地域日雇労働者に対する就労及び生活上の支援

　ア　あいりん地域日雇労働者の雇用の安定

	実施計画内容
	· あいりん地域において日雇労働者を対象に職業紹介事業や労働者福祉事業を実施する財団法人西成労働福祉センターの運営に対する助成を行うほか、同財団において、不安定な雇用環境にある地域の日雇労働者を対象とした無料職業紹介事業を実施するとともに、事業所への訪問など求人開拓の強化に努める。

· 財団法人西成労働福祉センターで実施する「技能講習事業」において、資格取得やキャリアアップのための相談を行うとともに、求人ニーズに合った講習科目の充実を図る。また、建設関係の資格以外の講習を実施し、その受講者に対して、これまでの職歴や今後の希望職種などを踏まえ、より本人に適した職種へのスムーズな就労が行われるようキャリアカウンセリングを行う。これらを通じて、建設土木現場での機械化の進展や技術革新に対応できる技能や複合的な技能、建設関連以外の資格習得など就労機会の拡大を図るとともに、常用雇用や職域の拡大など雇用の安定を促進する。

· 大阪府の発注する公共事業の請負事業所に対して大阪府と財団法人西成労働福祉センターが共同してあいりん地域日雇労働者の雇用勧奨を行う。

· 特に就労機会が激減し、厳しい状況にある高齢日雇労働者の就労機会を確保するため、財団法人西成労働福祉センターと大阪ホームレス就業支援センター運営協議会が連携を図りながら、事業所等への求人開拓を行うとともに、就労に係る相談・職業紹介や職場体験講習、就職支援セミナー等を実施するほか、大阪市と連携してあいりん労働福祉センターや周辺生活道路の清掃等や、大阪府管理の道路・河川・公園等の除草、清掃等による就労機会の確保に努める。

	事業実績
	○無料職業紹介事業等を実施する公益財団法人西成労働福祉センターの運営を助成し、日雇労働者の就労促進を図った。

【事業費】　                                                 　　　  （単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

職業紹介等事業補助金

293,980

281,182

362,108

361,264

281,906

○公益財団法人西成労働福祉センターにおいて、各種技能講習を実施し、労働者の技能向上を図るとともに職域の拡大や常用雇用に向けた取組みを進め、雇用安定の促進を図った。

【事業費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

国庫委託金

129,166

120,682

114,996

106,474

82,753



	
	○大阪ホームレス就業支援センター運営協議会において、国の「ホームレス等就業支援事業」を受託し、事業所等への求人開拓、就労に係る相談・情報提供や職場体験講習、就職支援セミナー等を実施した。また、府は協議会に対して運営補助を行った。

【事業費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

国庫委託金

111,160

117,600

114,270

106,305

104,051

府運営補助金

4,500

4,500

4,500

4,500

4,500

○大阪市と連携してあいりん労働福祉センターや周辺生活道路の清掃等や、大阪府管理の道路・河川・公園等の除草、清掃等によるあいりん地域高齢日雇労働者の就労機会の確保に努めた。

【事業費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

特別清掃事業(府単独)

306,239

307,369

307,557

307,819

307,690



	事業効果
	○あいりん地域日雇労働者の円滑な就労を図っている。

【実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25年度は8月末までの数値　（単位：人）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

日雇現金求人

326,621

332,765

311,927

312,800

28,725

契約雇用求人

204,856

228,000

200,796

215,954

18,644

○あいりん地域日雇労働者の技能向上により、就労機会の拡大を図っている。

【技能講習実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25年度は8月末までの数値
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

技能講習科目数

41科目

43科目

38科目

41科目

33科目

受講者数

863人

763人

715人

606人

308人

修了者数

859人

756人

706人

599人

303人

○大阪ホームレス就業支援センター運営協議会において、事業所等への求人開拓、就労に係る相談・情報提供や職場体験講習、就職支援セミナー等を実施し、あいりん地域高齢日雇労働者の就労による自立支援に効果をあげている。

【実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25年度は9月末までの数値
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

就業支援相談者数

1,906人

1,388人

1,067人

718人

336人

事業所接触件数

728件

366件

371件

273件

188件

請負仕事従事者数

1,010人

1,712人

1,762人

1,806人

814人

雇用者数

153人

144人

148人

67人

39人

職場体験講習受講者数

47人

49人

29人

50人

29人

就職支援ｾﾐﾅ受講者数

73人

36人

84人

3人

19人



	
	○大阪府管理の道路等の除草、清掃等によるあいりん地域高齢日雇労働者の就労機会の確保に努めている。

【特別清掃事業実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25年度は8月末までの数値
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

従事者数（延べ人数）

33,780人

33,631人

33,709人

33,460人

14,388人



	課題・問題点
	○昨今の経済・雇用情勢の悪化により、就業紹介においても厳しい状況が続いており、民間事業所等から仕事等を開拓する取組みの強化が必要である。

	今後の取り

組み方向
	○引き続き、民間事業所等への求人開拓に努めるとともに、関係機関を通じて経済団体との連携を図りながら、新たな就業機会を創出するための方策を検討するなど、様々な形で開拓に取り組んでいく。さらに、国に対して、河川・道路等の管理に伴う作業にホームレス等の人たちが従事できる仕組みを構築するなど、今後の安定的な就業機会の確保・提供を行うよう強く働きかけていく。

	担当部室課
	商工労働部雇用推進室労政課


大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画項目
	（８）　ホームレスとなるおそれのある者に対する支援

	
	1 　あいりん地域日雇労働者に対する就労及び生活上の支援

　　　イ　あいりん地域日雇労働者の労働福祉の向上

	実施計画内容
	· 地域の日雇労働者を対象として、財団法人西成労働福祉センターにおいて労働条件、労働災害などの就労に関する問題及び医療、雇用保険・健康保険、宿泊場所、住居などの諸制度・手続きなど就労生活にかかわりのある問題について、相談・情報提供などの支援を行う。

· 地域の日雇労働者の就労活動の拠点であるとともに、シャワー室をはじめとする各種福利厚生施設を設置するあいりん労働福祉センターについて、財団法人西成労働福祉センターにおいて維持運営を行う。

· 大阪市があいりん地域の日雇労働者を対象として実施する生活・健康上の支援事業に対して、必要な助成を行う。

	事業実績


	○公益財団法人西成労働福祉センターでは、地域の日雇労働者を対象に、労働災害に関する相談と支援、医療や宿泊をはじめ就労生活に関する相談と支援を行った。

【事業費（再掲）】　                                            　　　 （単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

職業紹介等事業補助金

293,980

281,182

362,108

361,264

281,906

○日雇労働者福祉施設であるあいりん労働福祉センターの管理運営を行った。

【事業費】　                      　　　　                       　　　 （単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

施設管理業務補助金

201,418

195,707

188,790

175,658

174,082

○あいりん地域において医療を行う大阪社会医療センターへ助成を行う大阪市に対し補助するとともに、大阪市が行うあいりん地域越年対策事業について補助した。

【事業費】　                      　　　　                      　　　  （単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

大阪社会医療C補助金

77,448

77,680

58,502

42,017

22,614

越年対策事業補助金

80,000

51,185

42,822

38,478

(2月補正)



	事業効果
	○労働相談等実施状況                             　　　　　 H25年度は9月末現在の数値

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

労災相談件数

6,002件

1,981件

1,848件

1,625件

726件

労働相談件数

1,422件

830件

757件

621件

284件

総合支援件数

－

－

89件

122件

77件

労働関係相談件数

2,011件

2,028件

2,496件

3,287件

2,015件

生活身上相談等件数

4,420件

1,614件

1,223件

1,399件

806件

○あいりん労働福祉センターの利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

福利厚生施設等
利用者数　（延べ人数）

558,789

470,516

350,053

333,326

―
○大阪社会医療センター受診件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

入院者数

23,991人

21,007人

17,979人

13,219人

―
外来者数

99,634人

90,848人

83,458人

71,760人

―
○あいりん地域越年対策事業入所者数

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

入所者数

637人

565人

492人

433人

―


	課題・問題点
	○地域日雇労働者の高齢化の進展に伴う福祉ニーズの増大

○開設から約40年経過した施設であり、現行の耐震基準を満たしていないため、耐震補強・現地建替・移転建替等の耐震化対策を行う必要がある。

	今後の取り

組み方向
	○施設の耐震化対策については、まちづくりの視点を踏まえた西成特区構想及び労働環境の変化に踏まえ、今後の施設のあり方や役割分担も含めて、区分所有者である国や大阪市とともに検討を進める。

○西成労働福祉センターの相談事業等については、福祉施策を担当する大阪市との連携を深め、効果的、効率的な事業の推進に努める。

	担当部室課
	商工労働部雇用推進室労政課


大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	実施計画項目
	（８）　ホームレスとなるおそれのある者に対する支援

	
	　　②　住居喪失不安定就労者に対する相談支援

	実施計画内容
	· 大阪ホームレス就業支援センター運営協議会が、国のホームレス等就業支援事業を活用し設置したＯＳＡＫＡチャレンジネットにおいて、安定的な就労を望む住居喪失不安定就労者に対し、できるだけ早期に、より安定的な就労機会を確保するために公共職業安定所等と連携を図りながら、個々の状況に応じた職業紹介、就労支援、生活支援や居住支援等を一体的に行うほか、対象者への周知に努める。

· 住居喪失不安定就労者に対する安定した就職の実現を図るため、民間住宅入居初期費用や常用就職資金の貸与について取り組む。

	事業実績
	○大阪ホームレス就業支援センター運営協議会において、国の「ホームレス等就業支援事業」を受託し、住居喪失不安定就労者に対し、就労支援、生活支援や居住支援等を実施した。

【事業費】　                      　　　　                    　　　　　　　　   （単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

国庫委託金

32,040

37,322

35,878

34,605

34,015

○「大阪ホームレス就業支援センター運営協議会」に対して、運営補助を行った。

【事業費（再掲）】　                                          　　　　　　　　  （単位：千円）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

府運営補助金

4,500

4,500

4,500

4,500

4,500



	事業効果
	○住居喪失不安定就労者に対し、就労支援、生活支援や居住支援等を実施し、就労機会の確保支援に効果を挙げている。

【実施状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年度は8月末までの数値
H21年度

H22年度

H23年度

H24年度

H25年度

相談者数

673人

719人

737人

781人

276人

相談件数

4,321件

4,250件

4,169件

3,849件

1,527件

相談

内容

就労

934件

301件

82件

197件

86件

生活

3,224件

3,897件

4,061件

3,605件

1,435件

住居

147件

51件

26件

46件

6件

誘導

連携

先

ﾊﾛｰﾜｰｸ

24件

41件

14件

6件

3件

NPO釜ヶ崎

53件

53件

19件

8件

5件

区福祉窓口

366件

309件

230件

209件

82件

おおさか仕事館

0件

3件

0件

0件

0件

その他(医療等)

1,411件

731件

455件

347件

85件

就職

状況

常用雇用

6人

9人

3人

28人

10人

その他雇用

18人

21人

19人

22人

12人



	課題・
問題点
	○平成22年9月を以って、「就職安定資金融資制度」が廃止されたことにより、有効な住宅確保の支援策が乏しくなった。

○生活相談の比率が高くなっている状況の中で、就労に関する相談者の支援方策を講じる必要がある。また、住居も所持金もないといった相談者が多く見られ、その対応に苦慮している。

	今後の取り

組み方向
	○住居喪失不安定就労者について、より安定した雇用機会を確保するためには住居の確保が必要であることから、国に対して「総合支援資金貸付」、「住宅支援給付」等についての円滑な活用が図れるよう働きかけていく。

	担当部
室課
	商工労働部雇用推進室労政課
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